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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充填液が充填される容器の口部に装着される合成樹脂製の注出栓であって、
　該注出栓は、
　前記容器の口部に連通する吐出孔と、
　該前記吐出孔と連通する注出孔と、
　前記吐出孔と前記注出孔との間に設けられる弁体と、を備え、
　該弁体は、
　前記吐出孔及び前記注出孔を開閉可能にする弁部と、
　該弁部の外周部から放射状に複数延び、容器の内圧により弾性変形する弾性片と、
　該各弾性片の端部に一体的に接続され、前記注出孔の周りに設けた係合凹部に嵌合する
環状支持部と、
　前記各弾性片の間に設けられ、前記吐出孔からの充填液が流通する複数の流通孔と、
　前記弁部の上面から上方に向かって突設され、前記注出孔の内径より大径で、当該注出
孔を開閉する円柱状部と、
を備えることを特徴とする注出栓。
【請求項２】
　前記注出孔周辺には、前記弁部の移動方向を一定にする環状突起部が形成されることを
特徴とする請求項１に記載の注出栓。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、点眼薬（目薬）等の充填液が充填される容器の口部に装着され、容器
内の圧力により開閉する注出栓に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、点眼薬等の薬液が充填される容器では、容器の胴部を押圧して容器に内圧を加
えて、薬液を注出するタイプのものが多く使用されている。このタイプの容器では、薬液
の注出を終わって胴部への押圧状態を解除すると、容器の胴部が弾性的に復元して元の形
状に戻るようになるが、その際外部の空気が容器内部に入り込むために、空気中に存在す
る異物や雑菌が薬液に混入してしまう、という問題があった。この問題を解決するために
、胴部への押圧状態を解除した後、使用者が操作することなく、迅速に容器内を密封する
ものが要求されている。
【０００３】
　充填液の使用後、使用者が操作することなく容器内を密封できる注出栓の従来技術とし
て、例えば、特許文献１が挙げられる。該特許文献１には、容器口部に嵌合されるキャッ
プ本体は、前記容器口部に連通する吐出通路と、該吐出通路内に嵌合して、吐出孔を有す
るベース部と、該ベース部上に配置され、前記吐出孔からの内容物の吐出だけを許容する
逆止弁と、を備え、該逆止弁は、前記吐出通路内に嵌合される円筒部と、該円筒部の内壁
面から間隙を形成するように中心に向かって放射状に延びる弾性変形可能な複数の弾性片
と、該各弾性片の先端に一体に接続され、前記吐出孔の吐出方向下流側にあって、該吐出
孔を開閉する弁部材とから構成され、容器への内圧が解除されると、逆止弁の各弾性片が
復元するために、弁部材が吐出孔を塞ぎ容器内を密封状態に維持することが開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－２４１１９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の発明では、内容物を吐出した後、逆止弁が作動することで
、容器内を迅速に密封状態に維持することはできるが、使用時、容器の胴部を押圧し続け
ると、容器内の内容物が連続的に吐出されることになり、例えば、容器内に点眼薬等の薬
液が充填されている場合、使用時、容器の胴部の押圧操作により薬液を適量滴下させるこ
とができず、特許文献１の発明を採用することができない。
【０００６】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、充填液の使用時には、容器の胴部へ
の押圧時間に関わらず充填液を適量注出させることができ、且つ使用後には、使用者が手
で操作することなく、容器内を密封状態に維持することが可能な注出栓を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、請求項１に記載した発明は、充填液
が充填される容器の口部に装着される合成樹脂製の注出栓であって、該注出栓は、前記容
器の口部に連通する吐出孔と、該前記吐出孔と連通する注出孔と、前記吐出孔と前記注出
孔との間に設けられる弁体と、を備え、該弁体は、前記吐出孔及び前記注出孔を開閉可能
にする弁部と、該弁部の外周部から放射状に複数延び、容器の内圧により弾性変形する弾
性片と、該各弾性片の端部に一体的に接続され、前記注出孔の周りに設けた係合凹部に嵌
合する環状支持部と、前記各弾性片の間に設けられ、前記吐出孔からの充填液が流通する
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複数の流通孔と、前記弁部の上面から上方に向かって突設され、前記注出孔の内径より大
径で、当該注出孔を開閉する円柱状部と、を備えることを特徴とするものである。
　請求項２に記載した発明は、請求項１の発明において、前記注出孔周辺には、前記弁部
の移動方向を一定にする環状突起部が形成されることを特徴とするものである。
　請求項１の発明では、通常時には、弁体の弁部が吐出孔周辺の環状弁座（倒立円錐状面
）に着座して該吐出孔が閉鎖された状態で容器内の密閉状態が維持されている。そして、
充填液の使用時には、容器の胴部を押圧することで容器に内圧を加えると、容器の内圧が
弁部に作用して各弾性片が弾性変形するために、弁部が吐出孔周辺の環状弁座から離脱さ
れて注出孔へ向かって移動する。その後、弁体の弁部の円柱状部が注出孔周辺の環状弁座
に着座すると注出孔が閉鎖される。そして、弁部が吐出孔から注出孔側への移動する瞬間
は、吐出孔及び注出孔が開放されていることにより、その瞬間に充填液が適量、容器の口
部から、開放された吐出孔、各流通孔及び注出孔を経由して外部に注出（滴下）される。
この時、容器の胴部を押圧し続けても、注出孔は弁体の弁部により閉鎖された状態が維持
されるために容器内の充填液が外部に注出されることはない。その後、充填液の注出を終
わって容器の胴部への押圧状態を解除すると、容器への内圧が解除されるために、弁体の
弁部が注出孔から吐出孔側に移動して、吐出孔周辺の環状弁座に着座し、弁部により吐出
孔が閉塞されて、容器内の密封状態が維持される。
　また、請求項２の発明では、注出孔周辺に、環状突起部が形成されているので、弁部が
吐出孔周辺の環状弁座から離脱されて注出孔へ向かって移動する際、弁体の弁部の円柱状
部が注出孔の環状突起部に沿って移動することで、その移動方向を一定にすることができ
る。
【０００８】
　このように、使用時には、容器の胴部を押圧する時間に関わらず、略一定量の充填液を
外部に注出（滴下）させることができ、しかも、使用後には、使用者が手で操作すること
なく、容器内を密封状態に維持することができ、外部空気の容器内への進入を抑制するこ
とができる。
【０００９】
　なお、容器内の充填液が点眼液等の薬液である場合、使用時には点眼液を適量滴下させ
ることができ、使用後は使用者が操作することなく、容器内を密封状態に維持することが
でき、外気の容器内への進入を抑え、衛生的にも最良である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の注出栓によれば、充填液の使用時には、容器の胴部を押圧する時間に関わらず
充填液を適量注出（滴下）させることができ、且つ使用後には、使用者が手で操作するこ
となく、容器内を密封状態に維持することができる。これにより、本発明の注出栓は、容
器内に充填された充填液、特に、点眼液を適量滴下させる注出栓として特に有効である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る注出栓が容器の口部に装着された状態を示す断
面図である。
【図２】図２は、本注出栓の構成である注出ノズルの断面図である。
【図３】図３は、本注出栓の構成である吐出本体の断面図である。
【図４】図４は、本注出栓の構成である弁体の断面図である。
【図５】図５は、本注出栓の構成である弁体の斜視図である。
【図６】図６は、本注出栓を経由して、容器内の充填液が外部に注出される様子を段階的
に示したものである。
【図７】図７は、他の実施形態に係る注出栓の要部断面図であり、（ａ）は弁体の弁部が
吐出孔を閉塞した状態を示し、（ｂ）は弁体の弁部が注出孔を閉塞した状態を示す。
【図８】図８は、さらに他の実施形態に係る注出栓の要部断面図であり、（ａ）は弁体の
弁部が吐出孔を閉塞した状態を示し、（ｂ）は弁体の弁部が注出孔を閉塞した状態を示す
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。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための形態を図１～図８に基づいて詳細に説明する。
　本発明の実施の形態に係る注出栓１は、図１に示すように、容器２の口部２ａに嵌合さ
れ、充填液を外部に注出（滴下）する注出ノズル５と、該注出ノズル５の円筒状嵌合壁部
１０内に配置される吐出本体６と、注出ノズル５の円筒状嵌合壁部１０内で、吐出本体６
の上方に配置される弁体７とから構成される。
【００１３】
　本注出栓１は、これら、注出ノズル５、吐出本体６及び弁体７の三つの構成部材を組み
立てて構成される。本注出栓１は合成樹脂製で形成される。弁体７を成形する合成樹脂は
、注出ノズル５及び吐出本体６を成形する合成樹脂よりも高弾性となる。具体的には、弁
体７はポリエチレン樹脂（ＰＥ）にて成形される。注出ノズル５及び吐出本体６はポリプ
ロピレン樹脂（ＰＰ）にて成形される。
【００１４】
　図１に示すように、容器２の内部には、例えば点眼薬等の充填液が充填される。容器２
は、その胴部を押圧するなどして内圧を加えることで充填液を注出（滴下）させるタイプ
のものである。容器２の口部２ａは円筒状に形成される。容器２は、外容器と内容器とか
らなる二重容器（剥離容器と言われるものも含む）にて構成されてもよい。外容器の口部
付近の内壁面に内容器の口部の外壁面が一体的に接続されており、内容器は、その内部に
充填液が充填されると共に充填液の減少に伴いしぼみ変形する可撓性を有するものである
。内容器の減容形状を保持するために外容器と内容器との間には外気が吸入されるように
構成される。注出栓１は、外容器の口部に装着される。
【００１５】
　図１及び図２に示すように、注出ノズル５には、容器２の口部２ａ内に嵌合される円筒
状嵌合壁部１０が形成される。円筒状嵌合壁部１０の上端には環状水平壁部１１が一体的
に接続される。環状水平壁部１１の外周から外方に向かって一体的に環状鍔部１２が突設
される。該環状鍔部１２の下面が容器２の口部２ａの上端面に当接する。環状水平壁部１
１の径方向中央には、上方に向かってノズル部１３が延設される。円筒状嵌合壁部１０と
ノズル部１３とは同心状に位置する。
【００１６】
　ノズル部１３内には、下方に位置する小径注出孔１７と、該小径注出孔１７から上方に
向かって連続する大径注出孔１８とが同心状に形成される。大径注出孔１８が小径注出孔
１７よりも上下方向の長さ（高さ）がはるかに長く形成される。環状水平壁部１１の下面
で、小径注出孔１７の周辺が環状弁座２０として作用される。ノズル部１３の外壁面は、
先端に向かって先細りとなるテーパ面１９に形成される。
【００１７】
　円筒状嵌合壁部１０の内壁面には、上下方向略中央部に内方に突設する第１係止突条部
２１が周方向に延びている。円筒状嵌合壁部１０の内壁面には、第１係止突条部２１から
環状水平壁部１１側に向かって間隔を置いて内方に突設する第２係止突条部２２が周方向
に延びている。また、円筒状嵌合壁部１０の内壁面には、第１係止突条部２１と第２係止
突条部２２との間に第１係合凹部２３が形成される。円筒状嵌合壁部１０の内壁面には、
第２係止突条部２２と環状水平壁部１１の下面との間に第２係合凹部２４が形成される。
【００１８】
　図１及び図３に示すように、吐出本体６は円筒状に形成される。吐出本体６の径方向中
央部に吐出孔２８が形成される。吐出孔２８の内壁面は倒立円錐状面２９に形成される。
吐出本体６は、吐出孔２８を含む径方向中央部位が上方に向かってやや隆起して構成され
る。該吐出孔２８の倒立円錐状面２９が環状弁座３０として作用する。吐出本体６の下面
には、径方向中央部位に充填液を吐出孔２８に向かって案内する案内凹部３１が形成され
る。案内凹部３１と吐出孔２８とは連通する。
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【００１９】
　図１、図４及び図５に示すように、弁体７は、径方向中央部に位置する弁部３５と、該
弁部３５の外周部から放射状に複数延びる弾性片３６と、該各弾性片３６の端部に一体的
に接続され、注出ノズル５の円筒状嵌合壁部１０の内壁面に設けた第２係合凹部２４に嵌
合する環状支持部３７と、各弾性片３６の間に設けられ、充填液が流通する複数の流通孔
３８とから構成される。
【００２０】
　弁部３５は、倒立截頭円錐状部４０と、該倒立截頭円錐状部４０の上面から一体的に該
倒立截頭円錐状部４０より小径で上方に延びる円柱状部４１とから構成される。倒立截頭
円錐状部４０の外周面（倒立円錐状面）が、吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０
（倒立円錐状面）に着座するようになる。弁部３５と環状支持部３７とは同心状に位置す
る。円柱状部４１の上端面の外径は、注出ノズル５の構成であるノズル部１３の小径注出
孔１７の内径よりも大きく形成される。
【００２１】
　各弾性片３６のそれぞれは、断面矩形状で同じ厚さ及び同じ幅長で、該弁部３５の外周
部からやや斜め上方に向かって延びている。各弾性片３６の幅寸法は全て同じである。各
弾性片３６の厚み寸法も全て同じである。各弾性片３６の端部が環状支持部３７の内壁面
に一体的に接続される。本実施形態では、弾性片３６は、周方向に９０°ピッチで４箇所
形成される。各弾性片３６間に流通孔３８が９０°ピッチで４箇所形成される。環状支持
部３７は、その外周縁が撓みやすいように薄肉に形成され、円環状に延びる外周部を注出
ノズル５の円筒状嵌合壁部１０の内壁面に設けた第２係合凹部２４に沿うように下方に向
かって湾曲させて構成される。
【００２２】
　そして、本注出栓１を組み立てる際には、まず、弁体７を、弁部３５の円柱状部４１側
から注出ノズル５の円筒状嵌合壁部１０内に挿入して、弁体７の環状支持部３７を円筒状
嵌合壁部１０の内壁面に設けた第２係合凹部２４に嵌合させる。
　続いて、吐出本体６を注出ノズル５の円筒状嵌合壁部１０内に挿入して、吐出本体６を
、その吐出孔２８周辺の環状座面３０を弁体７の倒立截頭円錐状部４０の外周面に当接さ
せながら上方に押し込み、吐出本体６の外周部を、円筒状嵌合壁部１０の内壁面に設けた
第１係合凹部２３に嵌合させる。
【００２３】
　この結果、弁体７の弁部３５（倒立截頭円錐状部４０）の下端が、組み込み前の位置よ
りも上方に位置するために、弁体７の各弾性片３６の下向きの付勢力（復元力）により、
弁体７の弁部３５に設けた倒立截頭円錐状部４０の外周面が吐出本体６の吐出孔２８周辺
の環状弁座３０（倒立円錐状面２９）に密着して押圧するようになる。しかも、弁体７の
弁部３５の下壁面（倒立截頭円錐状部４０の下壁面）と吐出本体６の案内凹部３１の底面
とが面一で連続するようになり、弁部３５の下壁面全域（倒立截頭円錐状部４０の下壁面
全域）が容器２の口部２ａ内に臨むようになる。そして、注出栓１の組み立てが完了する
。
【００２４】
　その後、本注出栓１を容器２の口部２ａに装着する際には、注出栓１の注出ノズル５の
円筒状嵌合壁部１０を、容器２の口部２ａ内に嵌合させるように打栓する。なお、本実施
形態では、本注出栓１を打栓方式により容器２の口部２ａに装着しているが、本注出栓１
を螺合方式により容器２の口部２ａに装着する形態を採用してもよい。
【００２５】
　次に、本発明の実施の形態に係る注出栓１の作用を図６に基づいて説明する。
　充填液を使用する際には、まず、注出栓１の注出ノズル５が注出対象物に指向するよう
に容器２全体を傾けて注出姿勢にした状態で、容器２の胴部を押圧して容器２に内圧を加
える。すると、図６（ａ）に示すように、容器２の内圧が弁体７の弁部３５の倒立截頭円
錐状部４０の下壁面全域に作用することで、弁体７の各弾性片３６が屈曲するように弾性
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変形して、弁体７の弁部３５の倒立截頭円錐状部４０の外周面が吐出本体６の吐出孔２８
周辺の環状弁座３０（倒立円錐状面２９）から離脱される。
【００２６】
　その後、図６（ｂ）に示すように、容器２の内圧により、弁体７が各弾性片３６の付勢
力に抗するようにして、注出ノズル５の小径注出孔１７側に移動すると共に、各弾性片３
６がさらに屈曲しつつ、環状支持部３７の外周縁部が円筒状嵌合壁部１０の内壁面に設け
た第２係合凹部２４に沿ってさらに湾曲して、弁体７の弁部３５に設けた円柱状部４１の
上端面が小径注出孔１７周辺の環状弁座２０に着座した時点で注出ノズル５の小径注出孔
１７が閉鎖される。この時、図６（ａ）に示すように、容器２の内圧により、弁体７の弁
部３５が吐出本体６の吐出孔２８から注出ノズル５の小径注出孔１７へ向かって移動する
瞬間、吐出本体６の吐出孔２８及び注出ノズル５の小径注出孔１７が共に開放されている
ことから、その瞬間だけ充填液が適量、容器２の口部２ａから、開放された吐出本体６の
吐出孔２８、弁体７の各流通孔３８（図５参照）、注出ノズル５の小径注出孔１７及び大
径注出孔１８を経由して外部に注出（滴下）される。
【００２７】
　すなわち、容器２の内圧により、弁体７の弁部３５の倒立截頭円錐状部４０の外周面が
吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０（倒立円錐状面２９）から離脱して、注出ノ
ズル５の小径注出孔１７側に移動して、弁体７の弁部３５の円柱状部４１の上端面が該小
径注出孔１７周辺の環状弁座２０に着座するまでの瞬間、充填液が容器２の口部２ａから
、吐出本体６の案内凹部３１の底面に沿って吐出孔２８に集まり、該吐出孔２８から弁体
７の各流通孔３８（図５参照）を経て、注出ノズル５の小径注出孔１７及び大径注出孔１
８から適量外部に注出（滴下）される。その後、容器２の胴部を押圧し続けても、弁体７
の弁部３５の円柱状部４１の上端面が、注出ノズル５の小径注出孔１７周辺の環状弁座２
０に着座して小径注出孔１７が閉鎖される状態が維持されるので、充填液が外部に注出（
滴下）されることはない。
　このように、充填液を使用する際、容器２の胴部を押圧して容器２に内圧を加えると、
充填液が過剰に注出されることなく、適量の充填液を注出（滴下）させることができる。
【００２８】
　その後、充填液を適量注出した後容器２の胴部への押圧操作を止めると、図６（ｃ）に
示すように、容器２への内圧が解除されるために、弁体７の各弾性片３６及び環状支持部
３７が復元すると共に弁体７の弁部３５が吐出本体６側に移動し、弁体７の弁部３５の倒
立截頭円錐状部４０の外周面が、吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０（倒立円錐
状面２９）に着座する。そして、弁体７の弁部３５により吐出本体６の吐出孔２８が閉塞
され、容器２内を密封状態に維持することができる。このように、使用直後は、使用者が
手で操作することなく、容器２内を迅速に密封することができ、外部空気の容器２内への
流入を抑制することができる。
【００２９】
　以上説明したように、本発明の実施の形態に係る注出栓１は、注出ノズル５に、弁体７
及び吐出本体６が組み付けられて構成される。そして、吐出本体６は、容器２の口部２ａ
に連通する吐出孔２８と、吐出孔２８周辺に設けられる環状弁座３０とを備えている。ま
た、注出ノズル５は、吐出本体６の吐出孔２８と連通する小径注出孔１７及び大径注出孔
１８と、小径注出孔１７周辺に設けられる環状弁座２０とを備えている。さらに、弁体７
は、吐出本体６の吐出孔２８と注出ノズル５の小径注出孔１７との間に設けられており、
常時は吐出孔２８を閉塞する方向に付勢され、容器２の内圧により、吐出本体６の吐出孔
２８と注出ノズル５の小径注出孔１７との間を弾性的に移動可能な弁部３５を備えている
。そして、該弁部３５は、吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０から離脱または着
座して吐出孔２８を開閉可能で、且つ注出ノズル５の小径注出孔１７周辺の環状弁座２０
から離脱または着座して小径注出孔１７を開閉可能に構成される。
【００３０】
　この結果、充填液の使用時には、容器２の胴部を押圧して容器２に内圧を加えると、弁
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体７の各弾性片３６及び環状支持部３７が弾性変形して、弁体７の弁部３５の倒立截頭円
錐状部４０の外周面が吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０（倒立円錐状面）から
離脱される。その後、弁体７の弁部３５の円柱状部４１の上端面が小径注出孔１７周辺の
環状弁座２０に着座した時点で小径注出孔１７が閉鎖される。この時、弁部３５が吐出本
体６の吐出孔２８から注出ノズル５の小径注出孔１７へ向かって移動する瞬間、適量の充
填液が、容器２の口部２ａから、開放された吐出孔２８、弁体７の各流通孔３８、注出ノ
ズル５の小径注出孔１７及び大径注出孔１８を経由して外部に注出（滴下）される。その
後、充填液の注出が終わって容器２の胴部への押圧を止めると、容器２への内圧が解除さ
れるために、弁体７の各弾性片３６及び環状支持部３７が復元することで、弁体７の弁部
３５の倒立截頭円錐状部４０の外周面が吐出本体６の吐出孔２８周辺の環状弁座３０（倒
立円錐状面）に着座して、弁部３５により吐出本体６の吐出孔２８が閉塞され、容器２内
を密封状態に維持することができる。
【００３１】
　このように、本発明の実施の形態に係る注出栓１では、容器２の胴部を押圧する時間に
関わらず、略一定量の充填液を外部に注出（滴下）することができ、しかも、充填液の注
出が終わって容器２の胴部への押圧操作を止めると、迅速に容器２内を密閉することがで
きるので、充填液として点眼液等の薬液を滴下させる注出栓１として、特に有効となる。
また、充填液として醤油、酢やラー油等の調味料を適量滴下させる注出栓１としても有効
である。
【００３２】
　なお、図７に示すように、他の実施の形態に係る注出栓１ａとして、注出ノズル５の環
状水平壁部１１の下面で、注出ノズル５の小径注出孔１７周辺に環状突起部５０を形成し
て、環状突起部５０の周りに環状弁座２０ａを設けようにする。該環状突起部５０の外壁
面は下方に向かってやや縮径されるように形成される。この実施形態の場合、弁体７の弁
部３５に設けた円柱状部４１の上端面に、その外周から上方に向かって環状密着部５１を
突設する。該環状密着部５１の内壁面は上方に向かってやや拡径されるように形成される
。弁体７の環状密着部５１の最小内径は、注出ノズル５の環状突起部５０の最大外径より
も僅かに大きく形成される。
【００３３】
　そして、容器２の内圧により、弁体７の弁部３５が吐出本体６の吐出孔２８から注出ノ
ズル５の小径注出孔１７側に移動すると、弁体７の弁部３５の円柱状部４１に設けた環状
密着部５１が、注出ノズル５の環状突起部５０の外壁面に沿って移動する。その後、該弁
体７の環状密着部５１の上端面が、注出ノズル５の環状突起部５０周りの環状弁座２０ａ
に着座することで、注出ノズル５の小径注出孔１７が弁体７の弁部３５により閉鎖される
。このように、この実施形態では、弁体７の弁部３５の環状密着部５１の上端面が、注出
ノズル５の環状突起部５０周辺の環状弁座２０ａに着座する際には、弁部３５の環状密着
部５１が、注出ノズル５の環状突起部５０の外壁面に沿って着座するので、弁体７の弁部
３５の移動方向を略一定にすることができ、その姿勢も安定させることができる。
【００３４】
　また、図８に示すように、さらに他の実施の形態に係る注出栓１ｂとして、注出ノズル
５の環状水平壁部１１の下面で、注出ノズル５の小径注出孔１７周辺に環状突起部５０を
形成して、環状突起部５０の内側に環状弁座２０ｂを設けるようにする。該環状突起部５
０の内壁面は下方に向かってやや拡径するように形成される。この実施形態の場合、環状
突起部５０の内側の環状弁座２０ｂの外径が、弁体７の弁部３５に設けた円柱状部４１の
上端面の外径よりも僅かに大きく形成される。
【００３５】
　そして、容器２の内圧により、弁体７の弁部３５が吐出本体６の吐出孔２８から注出ノ
ズル５の小径注出孔１７側に移動すると、弁体７の弁部３５の円柱状部４１の外壁面が、
注出ノズル５の環状突起部５０の内壁面に沿って移動する。その後、該弁体７の円柱状部
４１の上端面が、注出ノズル５の環状突起部５０の内側の環状弁座２０ｂに着座すること
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で、注出ノズル５の小径注出孔１７が弁体７の弁部３５により閉鎖される。このように、
この実施形態では、弁体７の弁部３５の円柱状部４１の上端面が、注出ノズル５の環状突
起部５０の内側の環状弁座２０ｂに着座する際には、弁部３５の円柱状部４１が、注出ノ
ズル５の環状突起部５０の内壁面に沿って着座するので、弁体７の弁部３５の移動方向を
略一定にすることができ、その姿勢も安定させることができる。
【００３６】
　また、本発明の実施の形態では、本注出栓１、１ａ、１ｂの小径注出孔１７及び大径注
出孔１８を気密的に塞ぐキャップ体は採用されていないが、当然ながら注出栓１、１ａ、
１ｂを被冠するキャップ体を備えてもよい。詳しくは、キャップ体を注出栓１、１ａ、１
ｂにヒンジを介して連結して、ヒンジを折り返すことでキャップ体を注出栓１、１ａ、１
ｂを被冠するようにしてもよいし、キャップ体を注出栓１、１ａ、１ｂを被冠するように
螺合方式で装着してもよい。キャップ体を採用することにより、注出ノズル５のノズル部
１３の大径注出孔１８の上端から、円筒状嵌合壁部１０内で弁体７の弁部３５が吐出孔２
８内に着座した状態の吐出本体６の上面に至る空間を密閉することができ、さらに容器２
内を二重で密閉することができる。
【符号の説明】
【００３７】
　１、１ａ、１ｂ　注出栓，２　容器，２ａ　口部，５　注出ノズル，６　吐出本体，７
　弁体，１７　小径注出孔，１８　大径注出孔，２０　環状弁座（小径注出孔の周辺），
２８　吐出孔，３０　環状弁座（吐出孔の周辺），３５　弁部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】 【図８】
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